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１．医療情報連携ネットワークの改善事項検討

「うすき⽯仏ねっと」では作業班毎に年に４回、各領域の専⾨家が集まり、システムの改善事項など
について協議を⾏っている。現在、改善事項として検討されている主な項⽬は介護分野での利⽤促進
と、ネットワークを⼆次・三次医療圏に広げる構想だ。
 
介護分野では、現在、アクセス権限の規定によりケアマネージャーのみが参加しているが、今後、介
護福祉⼠とヘルパーにも認めるかどうか議論が必要だという。必要とされた場合、どのような情報提供
と画⾯構成が可能かどうか検証していくことになる。
 
また、地域医療と急性期医療機関との間をつないでいるコスモス病院の医師の負担を軽減するため
に、⼤分市内の基幹病院との連携強化が求められている。今後、「うすき⽯仏ねっと」との連携施設を
⼤分市を中⼼とする⼆次医療圏、さらには⼤分県全域に広げるべく、市外の医療機関や⾃治体との協議
を開始した。
 
⼈⼝減が続いてきた⾅杵市を再活性化する切り札として、医療⾯での充実への期待は⾼まっている。
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